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「教会」のシンボルと言いますと、何が

思い浮かぶでしょうか。おそらく多くの方

は十字架を思い浮かべるのではないでしょ

うか。日本の地図でも教会は十字架の形が

記号として用いられています。このように

教会のシンボルマークは十字架であるわけ

ですが、それはイエス様が十字架に架かっ

たことに由来します。十字架は、当時のロ

ーマ帝国が用いていた処刑の方法です。で

すから、イエス様だけが特別に架けられた

ものではなく、ローマ帝国の反逆者とみな

された者はこの十字架に架けられました。

古代世界では最も痛ましい死に方であり、

社会的排除と恥辱の極みでした。あえて汚

い言葉を使いますと、人間のクズ、取るに

足らないとされた人々だけが十字架刑で苦

しめられました。その点で、当時の人々の

中でまさか十字架がシンボルとして用いら

れるようなるとは誰も想像できなかったは

ずです。 

では、なぜイエス様はこの十字架によっ

て処刑されたのでしょうか。建前上は、イ

エス様の敵たち（当時の宗教指導者）が裁

判で嘘の証言をし、ローマ帝国への反逆者

とされたがために処刑されたのですが、実

際には神様のご計画であったと聖書は語り

ます。それは、今月の聖書のことばにあり

まして、「イザヤ」とは人名で、紀元前700

年代に活動した預言者です。その彼が、イ

エス様がお生まれになるはるか昔にメシア

（キリスト）が苦難にあうことを預言して

いました。そのことがイザヤ書 53 章 5 節

に記されていまして、「彼（キリスト）は私

たちの背きのために刺され、私たちの咎の

ために砕かれた」とあります。ここで語ら

れているポイントは、キリストの死は私た

しかし、彼は私たちの背きのために刺され、私た

ちの咎のために砕かれたのだ。彼への懲らしめが

私たちに平安をもたらし、その打ち傷のゆえに、

私たちは癒された。 【イザヤ書 53章 5節】 



ちの身代わりの死だということです。「私た

ちの背き」、「私たちの咎」とは神様に対す

る罪のことを言っていまして、聖書は罪を

そのままにした結果は神のさばきだと語り

ます。聖い、正義の神様は人間の罪をその

ままにすることはせずに必ずさばきをなさ

います。しかし、それでは誰ひとり救われ

ません。なぜなら、聖書の基準では一度で

も罪を犯したなら神様の前には罪人とみな

されるからです。ちなみに、聖書が教える

「罪」は犯罪だけでなく、人に対して「ば

か者」「愚か者」と言うことも罪だと教えま

す。そのような規準で計られますと、誰も

「私は大丈夫です」と言えないのではない

でしょうか。その点において、全員が神様

のさばきの下にあることになります。そこ

でイエス様が、私たちを神様のさばきから

救うために、私たちが受けるべき罪のさば

きを身代わりとなって十字架で受けて下さ

ったのです。イエス様は十字架上で私たち

の罪のために刺され、砕かれました。これ

は、神様によってさばかれたことを意味し

ます。更に「彼への懲らしめが私たちに平

安をもたらし、その打ち傷のゆえに、私た

ちは癒された」と語り、十字架の身代わり

のゆえに私たちに救いがもたらされたと教

えます。 

 あなたは、自分の罪に苦しんだことはあ

るでしょうか。誰にも相談できずに人知れ

ず悩み、「こんな自分はきっと地獄に行く」

と苦しんだことはないでしょうか。そのよ

うな人に朗報（福音）です。イエス様があ

なたの身代わりに全ての罪を背負って十字

架に架かり、そこで神様から刑罰を受けて

下さいました。ですから、もう神様の刑罰

にビクビクする必要はないのです。聖書は、

イエス様が自分の罪を背負って死んで下さ

ったと信じるならば救われると語ります。

この救いをぜひ受け取って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～集会案内～ 

〇日曜日：第一礼拝 9:00～ 第二礼拝11:00～ 〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:10～10:40（現在は子どものみ）            19:30～21:00 

〇毎月第2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（休止中。子育てなどをしている方のための集い） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモ

ルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 
 

◆牧師のコラム 

教会に来る方々のきっかけは人それぞれで

す。人に勧められた方、苦しいことがあっ

て藁にもすがる思いで来た方、恋人がクリ

スチャンだから来た方、きっかけはそれぞ

れです。しかし、誰もが通るのが自分の罪

と向きあうことです。自分のどうにもなら

ない罪に光があてられ、このままいったら

救いがないと気づいた時、本当の意味でイ

エス様に出会うことになります。教会が提

供できるものは、このイエス様による救い

です。この救いを一人でも多くの方に知っ

て頂きたいと願っています。 


